
研究背景：・バングラデシュ沿岸部農村の飲料水問題（塩害、バクテリアなどによる表流水汚染）

・雨水貯水タンクの販売・配布活動とその所有世帯の少なさ

研究目的：1．村民が雨水貯水タンクを入手しない理由、2．雨水貯水タンクが普及するための要因の解明

研究方法

バングラデシュ農村における飲料水の「重要性」：住民生活におけるプライオリティとは
立命館大学大学院 国際関係研究科 博士課程後期課程（4年）

山田翔太

結果と考察 結論

1.村民が雨水貯水タンクを入
手しない理由

➢ 村民が援助依存により、
雨水貯水タンクを入手し
飲料水を通年で確保する
という点で受動的な姿勢
を示すため

➢ NGOが事業化することに
より、経済的に貧困であ
り雨水貯水タンクを購入
することができない貧困
層がその活動の対象と
なっていない可能性があ
るため

2.雨水貯水タンクが普及する
ための要因

➢ 援助機関が村民が飲料水
の年間を通した確保にお
いて受動的な姿勢を取る
ことを理解し、このよう
な姿勢を前提としたうえ
で能動的な姿勢へと導く
ような支援を行う必要性

➢ 貧困層が雨水貯水タンク
に関する開発事業の対象
から排除されないように、
雨水貯水タンクを無償
リースし購入の機会を提
供したり、最貧困層に対
しては援助として無償で
提供することの必要性


